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(54)【発明の名称】 液晶表示素子およびその駆動方法

(57)【要約】
【課題】  画像情報の書き換え周波数を下げて省電力化
を図る。
【解決手段】  蓄積部５で蓄積した信号電圧Ｖｓで交流
信号Ｖｈを振幅変調する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  画像信号が入力される複数の信号線と走
査信号が入力される複数の走査線と、前記信号線と前記
走査線の交差点に対応して、液晶層を有する画素と、前
記画素毎にアクティブ素子、画像情報に応じた信号電圧
を蓄積する蓄積部及び蓄積された信号電圧に応じて液晶
層への印加電圧を変調する変調回路とを有し、前記信号
線が前記アクティブ素子を介して前記変調回路の入力端
子に接続され、前記変調回路の出力端子に前記画素が接
続され、前記変調回路の入力端子に前記蓄積部が接続さ
れていることを特徴とする液晶表示素子。
【請求項２】  画像情報に応じた信号電圧を蓄積する蓄
積部と、蓄積された信号電圧に応じて液晶層への印加電
圧を変調する変調回路とを、画素毎に具備することを特
徴とする液晶表示素子。
【請求項３】  変調回路が、蓄積部で蓄積された信号電
圧に応じて、所定の周波数の発振電圧を振幅変調するこ
とを特徴とする請求項１又は２記載の液晶表示素子。
【請求項４】  所定の周波数の発振電圧を出力する発振
回路を具備する請求項３記載の液晶表示素子。
【請求項５】  画像が静止画のとき、動画表示のときよ
り蓄積容量へ電圧を印加する走査周期を遅くしたことを
特徴とする請求項１又は２記載の液晶表示素子。
【請求項６】  画素毎に、ゲート信号に同期してソース
信号電圧をコンデンサからなる蓄積部へ印加するアクテ
ィブ素子と、蓄積部で蓄積された信号電圧に応じて所定
の周波数の発振電圧を振幅変調する変調回路を具備する
ことを特徴とする液晶表示素子用基板。
【請求項７】  蓄積部へ画像情報に応じた信号電圧を蓄
積するステップと、蓄積された信号電圧に応じて液晶層
への印加電圧を変調するステップとを具備する液晶表示
素子の駆動方法において、前記蓄積部への前記信号電圧
の書き込み周波数を６０Ｈｚ未満とすることを特徴とす
る液晶表示素子の駆動方法。
【請求項８】  画像情報に応じた信号電圧を蓄積する蓄
積部と、蓄積された信号電圧に応じて液晶層への印加電
圧を変調する変調回路とを、画素毎に具備することを特
徴とする液晶表示素子と、蓄積容量への書き込み周波数
を、画像情報に応じてかえる駆動回路とを具備すること
を特徴とする表示装置。
【請求項９】  画像情報に応じた信号電圧を蓄積する蓄
積部と、蓄積された信号電圧に応じて液晶層への印加電
圧を変調する変調回路とを、画素毎に具備することを特
徴とする液晶表示素子と、画像情報を、静止画か動画か
を示すフラッグ信号と共に送る信号処理回路とを有し、
フラッグ信号が静止画の状態を示すときに、前記画像情
報の表示素子への書き込み周波数を、動画の時より遅く
することを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】本発明は、表示素子及びこれ
を用いた表示装置とその駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子ディスプレイには、様々な、種類が
あるが、所定の周期で画像の書き代えることにより、動
画を映す、という原理は、普遍的なものである。画像の
書き換え周波数は通常６０Ｈｚ以上に設定されている。
これは、６０Ｈｚ未満では、人の目がフリッカーを感じ
易くなるためである。ＶＤＴ作業などの長時間使用する
ディスプレイでは、目の疲れを減らすために６０Ｈｚよ
り早い、例えば１２０Ｈｚ程度の書き換え周波数に設定
されている。
【０００３】液晶表示素子では、液晶を交流駆動し、電
圧極性に依存しない性質を利用して、印加電圧波形は３
０Ｈｚ以上となっているが、画像情報の書き込みは毎秒
６０回以上行われており、実質的に６０Ｈｚ以上の周波
数で書き込んでいる。液晶素子は、消費電力が小さいの
で携帯電話などの携帯機器の表示素子として、広く用い
られている。液晶表示素子は、受光型素子であるため、
外光の光を反射して表示を行う反射型表示の場合、液晶
パネル内で消費する電力は極めて小さい。例えば、携帯
電話などの対角２インチ程度の画面では液晶パネル内の
で消費電力は１ｍＷに満たない。しかし、実際の表示装
置では、液晶を駆動する駆動回路で消費する電力の方が
数十倍大きい。特に、表示画面の内容を保持した画像メ
モリーから１画面分のデータを６０Ｈｚ以上の周波数で
ドライバーＬＳＩへ書き込む時に周波数×画面データ量
の非常に高い周波数でＬＳＩが動作するために消費電力
が大きくなる。書き換え周波数を低くすれば電力は下が
るが、書き換え周波数を６０Ｈｚ未満にすると目がフリ
ッカー（ちらつき）を感じてしまうので、６０Ｈｚ未満
にはできない。
【０００４】携帯電話やＯＡ機器では、表示画面は、ほ
とんどの時間、静止画が表示されており、表示画面を更
新する必要はないが、フリッカーを避けるために静止画
表示でも駆動し続けないならない。そこで、静止画表示
の時の、前述のような画像メモリーの転送による消費電
力を抑えるために、ドライバーＬＳＩの内部に画像メモ
リーを内蔵した、ＲＡＭ内蔵ドライバーが市販されてお
り、図３のような表示素子を構成している。ＲＡＭ内蔵
ドライバー３０は、液晶を駆動するソースドライバー３
１とＲＡＭ３２をＬＳＩ内部に有しており、画面内容を
書き換えない時は、ＲＡＭ内蔵ドライバー３０内部でデ
ータをやり取りし、液晶パネルに信号を印加している。
ソースドライバーから印加した信号は、ゲートドライバ
ーの信号でＯＮ状態になったＴＦＴ素子を介して、液晶
層３３、および補助容量３４へ印加され、ＴＦＴがオフ
状態になると液晶層の容量成分３３ｃと補助容量３４で
蓄えた電荷が、液晶層３３の抵抗成分３３ｒを通じて徐
々に放電される。液晶材料の抵抗値によって放電の時定
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数が異なるが、抵抗の高いフッ素系材料でも、６０Ｈｚ
以上の書き換えを行わなければフリッカーが生じる。そ
のため、ＲＡＭ内蔵ドライバー内部ではＲＡＭとソース
ドライバー間で６０Ｈｚ以上のデータのやり取りが生ず
るが、ＬＳＩ間でデータをやり取りする場合に比べ、Ｌ
ＳＩ内部ではＲＡＭとソースドライバーの配線が短く、
消費電力を増やす容量が小さくなるため、電力を小さく
することができる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】メモリー内蔵ドライバ
ーは、低消費電力化に有効であるが、ＬＳＩのチップ面
積が大きくコストが高い。ドライバーＬＳＩは液晶を駆
動するための電圧が液晶ＤＲＡＭなどと比べて高い為
に、耐圧の高い、加工ルールの比較的大きなプロセスで
ＬＳＩを作成するため、大容量の画像メモリーをＬＳＩ
内に入れると、ＤＲＡＭを別に作る場合と比べてチップ
が大きくなってしまう。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の課題を解決するた
めに、本発明の液晶表示素子は、画像情報に応じた信号
電圧を蓄積する蓄積部と、蓄積された信号電圧に応じて
液晶層への印加電圧を変調する変調回路とを、画素毎に
具備することを特徴とし、好ましくは、変調回路が、蓄
積部で蓄積された信号電圧に応じて、所定の周波数の発
振電圧を振幅変調することを特徴とすることにより、ド
ライバーＬＳＩからの書き換え周波数を極端に低くして
も液晶層への印加電圧は所定の周波数、例えば６０Ｈｚ
に保たれるためフリッカーは生じず、低消費電力でも表
示品位を損なわず、ドライバーLSI内にメモリーが不要
なのでコストも安い。蓄積部がコンデンサーと、信号電
圧を印加するアクティブ素子からなることにより画素を
駆動するＴＦＴ素子と同時に蓄積部を作成できる。ま
た、所定の周波数の発振電圧を出力する発振回路を具備
することにより、外部からの入力は通常の信号入力のみ
にもできる。また、画像が静止画のとき、動画表示のと
きより蓄積容量へ電圧を印加する走査周期を遅くして消
費電力を小さくできる。なお、アクティブ素子として、
ＴＦＴ素子やスイッチング素子を用いることができる。
【０００７】画像情報に応じた信号電圧を蓄積する蓄積
部と、蓄積された信号電圧に応じて液晶層への印加電圧
を変調する変調回路とを、画素毎に具備すること液晶表
所素子の駆動方法において、前記蓄積部への信号電圧の
書き込み周波数を６０Ｈｚ未満とすることを特徴とする
液晶表示素子の駆動方法により、低消費電力でもフリッ
カーのない表示が可能になる。書き込み周波数が３０ヘ
ルツ未満にすると、さらに低電力化できる。
【０００８】
【発明の実施の形態】（実施の形態１）図１は、本発明
の液晶表示素子の等価回路図を表す。ソース側入力端子
１に画像信号液晶層１は等価回路として容量と抵抗の並
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列回路で示している外部ソース側入力端子１にソースド
ライバーＬＳＩから画像信号２を入力し、ゲート配線３
がオン状態になると、液晶表示素子の画素毎に設けられ
たＴＦＴ素子４が短絡状態になり蓄積部５に電荷が貯め
られ信号電圧が記憶される。ゲート３がオフになるとＴ
ＦＴ素子４はオープン状態になり、かつ振幅変調回路６
の入力インピーダンスも高いので蓄積部５に貯められた
電荷はほとんど放電しない。画素毎に設けられた振幅変
調回路６に、蓄積部５で記憶された電圧Ｖsと外部から
入力した、もしくは表示素子の周辺回路から与えた所定
の発振電圧Ｖｈ（例えば６０Ｈｚで振幅が１０Ｖ）を入
力すると、出力として発振電圧Ｖｈが振幅変調されたＶ
outが液晶層７に印加される。発振電圧Ｖhの周波数はフ
リッカーを生じないように６０Ｈz以上としておけば、
液晶層は発振周波数の交流信号で駆動され、フリッカー
はほとんど生じない。静止画表示のときには、画像信号
の書き換え周波数を、数Ｈｚあるいは数Ｈｚ以下のフリ
ッカーを感じにくい低周波数とするのが、よりフリッカ
ーを抑えるためには好ましい。一方、動画駆動の時には
画像信号の書き換えは６０Ｈｚまたは３０Ｈｚ以上とし
てフリッカーのない滑らかな動きを再現するのがよく、
画像が静止画が動画かによって駆動方法を切り替えるの
がよい。
【０００９】発振電圧は、表示素子の外部から入力して
もよいが、表示素子上のＬＳＩや回路部品に発振回路を
内蔵し、ドライバーＬＳＩのクロックと同期を取るの
が、実装部分がよりコンパクトになって望ましい。
【００１０】従来は、図３のように信号電圧を蓄積して
いた補助容量３４と液晶層の容量成分３３ｃから、電荷
が液晶層の抵抗成分３３ｒを通って流れてしまい、蓄積
していた電圧が減衰してしまっていた。液晶層の抵抗値
は、ＴＦＴ液晶で用いられる抵抗の高いフッ素系液晶で
も組成物のボトル内の抵抗値で凡そ１０13Ω・ｃｍであ
るが実際のパネル内では、不純物によりかなり抵抗値が
下がることが知られている。液晶層の膜厚が数μｍ、画
素電極の大きさが３００×１００μｍとすると、パネル
内の液晶層の抵抗値は１０13Ωより小さい。一方、ＴＦ
Ｔ素子がオープン状態になったときのオフ抵抗は、１０
14Ω程度で、１桁以上大きい。このため本発明では、信
号電圧を蓄積した蓄積部５１の電荷は、従来構成と比べ
て減衰が遅く、数Ｈｚ未満の遅い周波数で書き換えを行
ったとしても蓄積した電圧Ｖｓはほぼ保たれる。
【００１１】図１の振幅変調回路は、図２のような論理
回路で実現できる。すなわち、発振電圧Ｖｈと蓄積され
た画像信号Ｖｓの論理積を、発振電圧Ｖｈと共に論理和
へ入力すればよい。他にも、振幅変調回路の構成はある
のでこれに限らない。また、振幅変調以外にも、例えば
周波数で誘電異方性が変わる二周波液晶材料などを使え
ば、出力の周波数を蓄積したＶｓに応じて変える周波数
変調でも液晶層を駆動でき、同様の作用、効果がある。
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【００１２】また、本実施の形態では、液晶表示素子に
ついて詳述したが、液晶以外にも交流駆動が必要なアク
ティブ素子駆動する素子なら同様の効果が期待できる。
【００１３】以上のように本発明の液晶表示素子を用い
れば、通常の安価なドライバーＬＳＩを用いても、ＲＡ
Ｍ内蔵ドライバーのように消費電力を非常に小さくする
ことが可能であった。このような液晶表示素子携帯電話
や携帯情報端末のように、蓄電池で駆動する携帯型の電
子機器では、本発明の表示素子を用いて、静止画表示の
時には、駆動周波数を落とす駆動回路を具備すること
で、消費電力の極めて小さい表示装置が実現でき、バッ
テリー寿命を延ばすことができる。しかし、一方で、動
画表示のときには、滑らかな動きを表現するために、書
き込み周波数は６０Ｈｚ以上であることが望ましいの
で、静止画と動画で書き換え周波数を変えなければなら
ない。表示装置側で、画像情報から、動画か静止画かを
判断するのは、その判定のために回路が複雑化し、電力
が増えてしまう。従って、電子機器側に、画像情報と同
時に、動画と静止画を判別できるフラッグ信号を送る信
号伝送回路が備わっていることが好ましい。次世代の携
帯電話などで、今後使用される情報圧縮方式の国際標準
規格であるＭＰＥＧ４では、動きに対する情報が含まれ
ており、静止画か、動画かをＣＰＵ側で容易に判断でき
るので、このようなフラッグ信号を表示素子の表示装置
に送ることで、静止画での低電力化と、滑らかな動画へ
の切り替えがスムーズに行える。
【００１４】 *
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*【発明の効果】本発明の液晶表示装置は、画像情報に応
じた信号電圧を蓄積する蓄積部と、蓄積された信号電圧
に応じて液晶層への印加電圧を変調する変調回路、例え
ば振幅変調回路を、画素毎に具備することにより、ドラ
イバーＬＳＩからの書き込みが低周波数であってもフリ
ッカーが見え難く、低消費電力で品位の高い画像を表示
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の液晶表示素子の等価回路図
【図２】本発明の液晶表示素子の等価回路図
【図３】従来の液晶表示素子の等価回路図
【符号の説明】
１  外部ソース側入力端子
２  画像信号
３  ゲート配線
４  ＴＦＴ素子
５  蓄積部
６  振幅変調回路
７  液晶層
３０  ＲＡＭ内臓ドライバー
３１  ソースドライバー
３２  ＲＡＭ
３３  液晶層
３３ｃ  容量成分
３３ｒ  抵抗成分
３４  補助容量

【図１】 【図２】
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